
第２学年 国語科学習指導案
２組 計２４人（男子１０人，女子１４人）

指導者 河原 千夏

１ 単 元 お話のじんぶつを自分とくらべて読み，手紙を書こう

（教材「わたしは，おねえさん」光村２年下）

２ 単元の目標

登場人物の気持ちの変容を豊かに想像しながら読み，その登場人物のしたことや言ったことについ

て自分と比べて書き，それを互いに読み合うことができる。

３ 単元の評価規準

国語への関心・意欲・態度 Ｃ 読む能力 言語についての知識・理解・技能

自分たちと同じ

年代の人物に宛て

て，自分の体験や

考えと結び付けた

感想を手紙に書こ

うとしている。

・ 物語の展開に即して，登場人物の行動を整理しながら読み，

登場人物の気持ちの変容を豊かに想像しながら読んでいる。

【⑴ウ】

・ 登場人物のしたことや言ったことの中で印象に残った言葉

や文について書き抜き，自分と比べて感じたことや自分がこ

れまでに経験したことを書いて，発表し合っている。【⑴エ・オ】

主語と述語

の関係を正し

く理解してい

る。

【⑴ウ】

４ 単元を貫く言語活動

本単元を貫く言語活動として,「Ｃ読むこと エ 物語を読んで，自分と比べて感想を書く言語活

動」の「くらべてみたよ，あなたとわたし」（手紙「くらべレター」）を書く活動を位置付けるよう

にする。このお手紙には，登場人物に宛てて，その登場人物と自分とを比べて感じたことや思ったこ

とを書くようにする。

登場人物のしたことや言ったことについて自分の考えや体験と比べて手紙を書き，その手紙を友達

と互いに読み合うという活動を位置付ける。そうすることで,子どもが「自分事の問い」をもって,主

体的に教材文や関連する本を読んだり，学習したことを生かして自分の考えを表現したりすることが

できると考える。

５ 単元について

⑴ 単元の位置とねらい

子どもたちはこれまでに,１学期教材「スイミー」の学習で，場面の様子を想像を広げながら読

み，印象に残った言葉や文を書き抜く学習をしてきた。また，１学期教材「黄色いバケツ」の学習

では，登場人物の行動に着目して人物の気持ちを読み取る学習をしてきた。さらに，２学期教材「お

手紙」では，登場人物の行動と会話文に着目し，人物の気持ちの変化を読み取る学習を経験してき

ている。

そこで,本単元では「物語の登場人物と自分を比べて，自分だったらどうするだろう」という「単

元を貫く『自分事の問い』」をもち, 場面の様子や登場人物の行動を基に，登場人物の気持ちの変

容について想像を広げながら読むことができるようにする。また，並行読書で読み進める本の中の

登場人物と自分とを比べて，心に残った場面を選び，自分の感じたことや経験とを結び付けた手紙

を書いて，感想を伝える能力を身に付けることができるようにする。

教材「わたしはおねえさん」には,子どもと同じ２年生のすみれちゃんが登場する。すみれちゃ

んの行動や彼女を取り巻く出来事を通して，すみれちゃんの心の成長を感じることができる作品で

ある。本教材は，主人公の行動や気持ちと自分を比べながら，楽しく読み進めていくことができる

内容となっている。「すみれちゃん」の気持ちを考えながら，自分の経験と重ね合わせて「わたし

なら・・・」と自分と比べた感想をもつことに適した教材と考える。ここでの学習をきっかけに，

同年代の主人公が登場する読みものを読み，豊かな読書体験へと結び付けていくことも期待できる。

ここでの学習は,人物の行動を中心に想像を広げながら読み，自分の感想を基に，あらすじを入

れて物語を紹介する３学期教材「スーホの白い馬」の学習へとつながっていく。



⑵ 子どもの実態（調査日 平成２６年９月１７日 調査人数２４人）

本単元の内容に関わる子どもの実態については，以下のとおりである。（数字は人数）

【調査１】文学的文章を読むための知識・技能【登場人物の気持ちの変容の読み取る】

登場人物の気持ちの変容を読み取ることができる（14）

登場人物の気持ちの変容を読み取ることがもう少しである（7） 無答(3)

【調査２】文学的文章を読むための知識・技能【登場人物の行動を読み取る】

登場人物の行動を読み取ることができる(9) 登場人物の行動を読み取ることがもう少しである(12) 無答(3)

【調査３】自分の考えの形成に関する知識・技能【自分が感想をもった言葉や文を書き抜き，理由を書く】

自分が感想をもった言葉や文を書き抜いて，理由を書くことができる(12)

自分が感想をもった言葉や文を書き抜いて，理由を書くことがもう少しである(8) 無答(4)

【調査４】自分の考えの形成に関する知識・技能【自分の生活経験と結び付けて感想をもつ】

登場人物のしたことや気持ちを自分の生活と結び付けて感想をもつことができる(12)

登場人物のしたことや気持ちを自分の生活と結び付けて感想をもつことがもう少しである(5) 無答(8)

６ 指導に当たって

⑴ 「単元を貫く『自分事の問い』」をもたせるための単元の導入

事 象 提 示 教師による登場人物に宛てた２種類の手紙

単元の学習課題 物語の登場人物と自分と比べて読み，思ったことを手紙に書いて友達と伝え合おう。

話 し 合 い
登場人物に宛てた自分と比べる手紙を書くために解決すべきことについて想

定して話し合う。

「単元を貫く『自分事の問い』」

○ 物語に出てくる人は，どんなことをするのだろうか。

○ （物語に出てくる人と自分を比べて）自分だったらどうするだろうか。

「つかむ・見通す」過程において，１学期教材「スイミー」の登場人物「スイミー」に宛てて

書いた２種類の手紙を提示する。「スイミー」のしたことや言ったことについて，自分の考えや

体験と比べて書いてあるものとそうでないものを比較することで，比べて書くことに興味・関心

をもつことができるようにする。その後，「スイミー」のしたことや言ったことと自分とを比べ

て思ったことを話し合う活動を通して，登場人物と自分を比べることに対する面白さに気付くこ

とができるようにする。そして，単元の学習課題を提示し，他の物語で同様の活動に取り組むた

めには，どのようなことを学んでいかなければならないか話し合う。そうすることで，選んだ物

語を読んだり，登場人物と自分とを比べたりすることへの必要感や切実感を抱き，「自分事の問

い」をもつことができるようにする。

⑵ 「自分事の問い」をもって主体的に学ぶ子どもを育てる単元の展開

「つかむ・見通す」以降の過程では，単元の初めに立てた学習計画を確認したり，位置付けら

れた活動に取り組む価値を見いださせたりすることで一単位時間における「自分事の問い」をも

つことができるようにする。

「調べる・深める」過程では，教材文「わたしはおねえさん」を読む学習において，登場人物

のしたことや言ったことにサイドラインを引き，登場人物の気持ちを考えることで，自分と比べ

て登場人物の考えが自分と似ているか違うかという観点で感想をもつ学習に取り組むことがで

きるようにする。そして，登場人物の気持ちを想像して自分と比べた手紙を書きためていくこと

で，単元を通して「自分事の問い」をもち続けることができるようにする。さらに，並行読書で

選んだ本の登場人物と自分と比べて心に残った部分を選んだり，それに対する感想を付箋紙に書

き込んだりする活動に取り組むようにする。そうすることで，比べて読むという学びの高まりを

実感し，その後も主体的に学び続けることができると考える。

「まとめる・広げる」過程では，「調べる・深める」過程の各時間の最後に取り組んできたこ

とを基に「くらべレター」を書くことで，登場人物のしたことや言ったことについて書き抜き，

自分と比べて感じたことや自分がこれまでに経験したことを書いて発表し合うことができるよ

うにする。



７ 指導・評価計画（全１１時間） 重点評価項目

過程

（時）

単元を貫く

言語活動
主な学習活動

学習課題

「自分事の問い」

教師の指導・評価

◇ＩＣＴ活用
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⑷

ま

と

め

る

・

広

げ

る

⑷

高

め

る

・

味

わ

う

⑴

１ 教師の書いた２種類の

手紙を読み，気付いたこ

とを話し合う。

２ 単元の学習課題をつか

む。

物語の登場人物と自分と

比べて読み，思ったことを

手紙に書いて友達と伝え合

おう。

３ 単元の学習課題の解決

へ向けて課題を出し合

い，解決への「単元を貫

く『自分事の問い』」をも

つ。 【本時】

４ 学習計画を立てる。

５ 全文を読み，各場面の

様子や主な出来事を捉え

る。

６ 登場人物の行動や気持

ちを考え，自分だったら

どうするか考える。

○ すみれちゃんはどん

な子どもなのか考え，

自分と比べる。

○ かりんちゃんに落書

きされたときのすみれ

ちゃんの気持ちを考

え，自分と比べる。

○ 穏やかに対応したす

みれちゃんの気持ちを

考え，自分と比べる。

７ 共通教材の登場人物で

ある「すみれちゃん」に

自分と比べた「くらべレ

ター」を書く。

８ 並行読書してきた本の

登場人物と自分とを比べ

て「くらべレター」を書

く。

○ 既習の「スイミー」のしたことや言

ったことについて自分の体験や考え

と比べて書いてある手紙とそうでな

い手紙を比べることで，書き方の違い

に気付くことができるようにする。

◇ ２種類の手紙を電子黒板上に提示

することで，比較することができるよ

うにする。

○ 登場人物に宛てた自分と比べる手

紙を書くために解決すべきことにつ

いて想定して話し合うことで，「単元

を貫く『自分事の問い』」をもつこと

ができるようにする。

登場人物と自分を比べて書くために，

進んで教材文や選んだ本を読もうとし

ている。 【国語への関心・意欲・態度：発表，ノート】

○ 登場人物のしたことや言ったこと

の中から自分と比べて心に残った文

や言葉にサイドラインを引くことで，

登場人物の気持ちを理解することが

できるようにする。

○ 共通教材や並行読書で読む本の中

の登場人物と自分を比べ，感じたこと

を付箋紙に書くことで，手紙を書く時

に活用することができるようにする。

○ 落書きされたときのすみれちゃん

の様子を動作化することで，すみれち

ゃんの気持ちを理解することができ

るようにする。

物語の展開に即して，登場人物の行動

を整理しながら読み，登場人物の気持ち

を豊かに想像しながら読むことができ

る。 【読む能力：発表，ノート】

○ 試しの手紙を書くことで，「くらべ

レター」の書き方を理解することがで

きるようにする。

登場人物のしたことや言ったことの

中で印象に残った言葉や文について書

き抜き，自分と比べて感じたことや自分

がこれまでに経験したことを書いて発

表し合うことができる。【読む能力：手紙】

○ 自分の選んだ本に書きためた感想

の付箋紙を活用することで，手紙にま

とめることができるようにする。

○ お互いの書き方のよいところを伝

え合ったり，これまでの学びをノート
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すみれち

ゃんはどん

なことをし

ているのだ

ろう。自分

と似ている

ところがあ

るかな。

かりんち

ゃんに落書

きされたと

き，すみれ

ちゃんはど

んな気持ち

だったのだ

ろう。自分

だったらど

う す る か

な。

他の本の登場

人物は，自分と似

ているかな。

手紙ですみれ

ちゃんに伝えた

いことは何かな。

単元の学習を

すみれち

ゃんは，な

んで怒らな

かったのだ

ろう。自分

だったらど

う す る か

な。

どんな手紙だ

ったらその本を

読んでみたいと

思うのかな。

物語に出てく

る人はどんな人

でどんなことを

するのだろう。

自分だったら

どうするかな。

す

み

れ

ち

ゃ

ん

に

、

「

く

ら

べ

レ

タ

ー

」

を

書

く

た

め

に

９ 手紙を読み，感じたこ

とを伝え合い，本単元の

学習を振り返る。

」
）

に書いたりすることで，本単元で身に

付けた力を実感することができるよ

うにする。

通して，自分は

どんな力を身に

付けることがで

きたのかな。



８ 本 時（１／１１）

⑴ 目 標 登場人物と自分を比べた感想を手紙に書こうとする意欲をもつことができる。

⑵ 展 開 は教師の言葉掛け は予想される子どもの反応 は「自分事の問い」 は重点評価項目 ☆はＩＣＴ活用の留意点

過程（分） 主 な 学 習 活 動 と 予 想 さ れ る 子 ど も の 反 応 教 師 の 指 導

つ見

か通

むす

（12）

調深

べめ

るる

（10）

ま広

とげ

める

るる

（15）

高味

めわ

るう

（8）

１ ２つの手紙で違う部分について話し合う。

２ 「スイミー」のしたことや言ったことと自分とを比べて思ったことを話し合う。

３ 単元の学習課題を確認する。

４ 単元の学習課題を解決していくために，どんな学習が必要か考える。

５ 「単元を貫く『自分事の問い』」（学習すること）を確認する。

６ 並行読書の本について知る。

○ 「スイミー」のしたことや言ったことについて，自分

の考えや体験と比べて書いてあるものとそうでないもの

を比較することで，比べて書くことに興味・関心をもち，

本単元の学習に向けて主体的に取り組むことができるよ

うにする。

○ 手紙をワークシートとして配布し，「自分だったら」や

「自分も」という言葉に線を引かせることで，登場人物

と自分を比べていることに気付くことができるようにす

る。

☆ 電子黒板上に手紙を提示し，線を引かせることで，比

べている言葉を全体で確認することができるようにす

る。

☆ 「スイミー」の場面絵を電子黒板に提示することで，

「スイミー」の物語を想起することができるようにする。

○ グループごとに「スイミー」と自分とを比べる話し合

いをすることで，単元の学習に向けて意欲を高めること

ができるようにする。

○ グループごとに話し合った結果を全体で共有すること

で，登場人物と自分を比べるという単元の学習課題を焦

点化することができるようにする。

○ 単元の学習課題を基に，解決すべき内容を話し合うこ

とで，「単元を貫く『自分事の問い』」をもつことができ

るようにする。その際に板書を手掛かりにすることで，

「自分事の問い」をもちやすくすることができるように

する。

○ これから並行読書で取り組んでいく本の紹介を聞くこ

とで，単元の学習の見通しをもち，読書意欲を喚起する

ことができるようにする。

◆ 登場人物と自分を比べた感想を手紙に書こうとする意

欲をもつことができる。

【国語への関心・意欲・態度：発表・ノート】

◆

スイミー宛てに書いているのは同じだ。この２つの手紙はどこが同

じでどこが違うかな。

物語の登場人物と自分と比べて読み，思ったことを手紙に書いて友達と伝え合おう。

自分だったら…と考えてみてどう思いま

したか。友達の考えを聞いてどう思いまし

たか。

どんな物語なのか

読んで，登場人物のこ

とを知りたい。

スイミーと先生を比べているのが違う。

物語に出てくる人はどんなことをする人なのだろうか。自分だったら，どうす

るかな。

登場人物と自分を比べた手紙

を書くために，どんなことを学習

していかなければいけないかな。

ぼくだったら，おそ

ろしい魚から逃げるこ

とはできないかもな。

わたしも，新しい仲

間を見付けたら嬉しく

て声を掛けるよ。

わたしは，「スイミー」みた

いに仲間を大切にするけど，あ

んな勇気はないかもな。

同じ「スイミー」を読んでも「スイ

ミー」と自分を比べると感じることが

みんな違って面白い。

自分だったらど

うするか，考えたい

な。

こっちの手紙には，「自分だったら」とか「自

分も同じで」という言葉が書いてあるよ。
違うところには，どんなこ

とが書いてあるかな。

どの本でくらべレターを書いてみたいですか。
ぼくは，この本を読んでくら

べレターを書いてみたいな。


